





















































































































































Ｂ氏、57 歳、女性で、40 代で大腿骨骨頭置換術時に受けた輸血が原因と思われる C 型
肝炎を発症した。その後肝臓がんを発症して、塞栓療法を行ったが 1995 年の 12 月に腰椎
に転移し、下半身の運動障害、感覚障害が出現した。訪問開始当時、自力で体位変換も困
































































































































ストレスはその程度が大きいことがわかっている （Florio , Donnelly & Zevon, 1998）。







ている。Ptacek & Eberhardt（1996）は、bad news に焦点を当てた 67 文献から、「bad news
を話す場の快適さ」、「時間的な余裕」、「話すときの態度」や「サポートネットワーク」な
どを必要な条件としてあげ、bad news を伝えることも伝えないこともストレスフルなこと
であるとしている。Curtis & Patric （1997）は、AIDS の患者 47 人と治療経験を持つ医





に EOL ケアについて話さない」、「医師も患者もお互いに相手が EOL ケアについて話し出す




































































































Ptacek J. T. Eberhardt T.L.（1996）は、1985 年からの bad new に関して出版さ









ープン文脈(Glaser and Strauss, 1965）の確保によって、軽減することが可能である
と思われる。患者や医師とのコミュニケーションが良いことはバリアを軽くするもの
と思われる。医療チームのサポートがなければ看護師は前向きに死について話すこと
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